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Flash Poolのキャッシングポリシーを管理します

Flash Poolのキャッシングポリシーの管理の概要を示します

CLIを使用すると、システムでFlash Poolのキャッシングポリシーを管理するためのさま
ざまな手順を実行できます。

• 準備

◦ "Flash Poolローカル階層（アグリゲート）のキャッシングポリシーを変更するかどうかの確認"

• キャッシングポリシーの変更

◦ "Flash Poolローカル階層（アグリゲート）のキャッシングポリシーの変更"

◦ "Flash Poolローカル階層（アグリゲート）のキャッシュ保持ポリシーを設定する"

Flash Poolローカル階層（アグリゲート）のキャッシングポリ
シーを変更するかどうかの確認

Flash Poolローカル階層（アグリゲート）にあるボリュームにキャッシュ保持ポリシー
を割り当てて、ボリュームデータをFlash Poolキャッシュに保存する期間を決定するこ
とができます。ただし、キャッシュ保持ポリシーを変更しても、ボリュームのデータが
キャッシュに保存される時間に影響を及ぼさない場合があります。

このタスクについて

データが次のいずれかの条件に当てはまる場合は、キャッシュ保持ポリシーを変更しても影響がない可能性が
あります。

• ワークロードがシーケンシャルである。

• ソリッドステートドライブ（ SSD ）にキャッシュされたランダムなブロックがワークロードによって再
度読み取られない。

• ボリュームのキャッシュサイズが小さすぎます。

手順

データが満たす必要のある条件について、次の手順で確認します。このタスクは、advanced権限モードでCLI

を使用して実行する必要があります。

1. CLIを使用してワークロードのボリュームを表示します。

statistics start -object workload_volume

2. ボリュームのワークロードのパターンを確認します。

statistics show -object workload_volume -instance volume-workload -counter

sequential_reads

3. ボリュームのヒット率を確認します。
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statistics show -object wafl_hya_vvol -instance volume -counter

read_ops_replaced_pwercent|wc_write_blks_overwritten_percent

4. を決定します Cacheable Read および Project Cache Alloc ボリューム：

system node run -node node_name wafl awa start aggr_name

5. AWA の概要を表示します。

system node run -node node_name wafl awa print aggr_name

6. ボリュームのヒット率をと比較します Cacheable Read。

ボリュームのヒット率がよりも大きい場合 `Cacheable Read`これにより、SSDにキャッシュされたラン
ダムブロックがワークロードで再読み取りされなくなります。

7. ボリュームの現在のキャッシュサイズをと比較します Project Cache Alloc。

ボリュームの現在のキャッシュサイズがよりも大きい場合 `Project Cache Alloc`をクリックすると、ボリ
ュームキャッシュのサイズが小さすぎます。

Flash Poolローカル階層（アグリゲート）のキャッシングポリ
シーの変更

ボリュームのキャッシングポリシーを変更する必要があるのは、別のポリシーを使用し
たほうがパフォーマンスが向上すると予想される場合のみです。Flash Poolローカル階
層（アグリゲート）のボリュームのキャッシングポリシーを変更することができます。

必要なもの

キャッシングポリシーを変更するかどうかを確認する必要があります。

このタスクについて

ほとんどの場合、デフォルトのキャッシングポリシー「auto」は、使用できるキャッシングポリシーとして最
適です。キャッシングポリシーを変更する必要があるのは、別のポリシーを使用したほうがワークロードのパ
フォーマンスが向上する場合のみです。適切でないキャッシングポリシーを設定すると、ボリュームのパフォ
ーマンスが大幅に低下しかねません。また、時間とともにパフォーマンスの低下が進むおそれがあります。キ
ャッシングポリシーを変更する場合は注意が必要です。キャッシングポリシーが変更されたボリュームでパフ
ォーマンスに問題が発生した場合は、キャッシングポリシーを「auto」に戻してください。

ステップ

1. CLIを使用してボリュームのキャッシングポリシーを変更します。

volume modify -volume volume_name -caching-policy policy_name

例

次の例では、「vol2」という名前のボリュームのキャッシングポリシーを「none」というポリシーに変更しま
す。

volume modify -volume vol2 -caching-policy none
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Flash Poolローカル階層（アグリゲート）のキャッシュ保持ポ
リシーを設定する

Flash Poolローカル階層（アグリゲート）に含まれるボリュームにキャッシュ保持ポリ
シーを割り当てることができます。キャッシュ保持ポリシーが「 high 」に設定されたボ
リューム内のデータは長期間キャッシュに残り、キャッシュ保持ポリシーが「 low 」に
設定されたボリューム内のデータはすぐに削除されます。これにより、優先度の高い情
報に長期にわたって高速アクセスできるようにすることで、重要なワークロードのパフ
ォーマンスが向上します。

必要なもの

キャッシュ保持ポリシーがデータをキャッシュに保存する期間に影響しないような状況がシステムで発生して
いないかどうかを把握する必要があります。

手順

advanced権限モードでCLIを使用して、次の手順を実行します。

1. 権限の設定を advanced に変更します。

set -privilege advanced

2. ボリュームのキャッシュ保持ポリシーを確認します。

デフォルトでは’キャッシュ保持ポリシーは"normal"です

3. キャッシュ保持ポリシーを設定します。

ONTAPバージョン コマンドを実行します

ONTAP 9.0 、 9.1 priority hybrid-cache set volume_name

read-cache=read_cache_value write-

cache=write_cache_value cache-

retention-

priority=cache_retention_policy

設定 cache_retention_policy 終了： high デ
ータをキャッシュに長期間保持する場合に使用しま

す。設定 cache_retention_policy 終了： low

データをキャッシュからすぐに削除することができ
ます。

ONTAP 9.2以降 volume modify -volume volume_name

-vserver vserver_name -caching-policy

policy_name.

4. ボリュームのキャッシュ保持ポリシーが選択したオプションに変更されたことを確認します。

5. 権限の設定を admin に戻します。
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set -privilege admin
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